
重要-無名-な女性たち

ガラテヤ 4:1-11 
 

4:1 つまり、こういうことです。相続人は、
全財産の持ち主なのに、子どもであるうちは
奴隷と何も変わらず、 4:2　父が定めた日ま
では、後見人や管理人の下にあります。 4:3 
同じように私たちも、子どもであったときに
は、この世のもろもろの霊の下に奴隷となっ
ていました。  4:4  しかし時が満ちて、神は
ご自分の御子を、女から生まれた者、律法の
下にある者として遣わされました。　4:5 そ
れは、律法の下にある者を贖い出すためであ
り、私たちが子としての身分を受けるためで
した。 4:6 　そして、あなたがたが子である
ので、神は「アバ、父よ」と叫ぶ御子の御霊
を、私たちの心に遣わされました。　4:7 で
すから、あなたはもはや奴隷ではなく、子で
す。子であれば、神による相続人です。  
 

4:8 あなたがたは、かつて神を知らなかった
とき、本来、神ではない神々の奴隷でした。
4:9 しかし、今では神を知っているのに、い
や、むしろ神に知られているのに、どうして
弱くて貧弱な、もろもろの霊に逆戻りして、
もう一度改めて奴隷になりたいと願うのです
か。4:10 あなたがたは、いろいろな日、月、
季節、年を守っています。4:11 私は、あなた
がたのために労したことが無駄になったので
はないかと、あなたがたのことを心配してい
ます。 
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ガラテヤ4:4のマリア

ガラテヤ 3:21-29 
 

3:21　それでは、律法は神の約束に反する
のでしょうか。決してそんなことはありま
せん。もし、いのちを与えることができる
律法が与えられたのであれば、義は確かに
律法によるものだったでしょう。 3:22 し
かし聖書は、すべてのものを罪の下に閉じ
込めました。それは約束が、イエス•キリ
ストに対する信仰によって、信じる人たち
に与えられるためでした。　3:23 信仰が
現れる前、私たちは律法の下で監視され、
来たるべき信仰が啓示されるまで閉じ込め
られていました。 3:24 こうして、律法は
私たちをキリストに導く養育係となりまし
た。それは、私たちが信仰によって義と認
められるためです。 3:25 しかし、信仰が
現れたので、私たちはもはや養育係の下に
はいません。 3:26 あなたがたはみな、信
仰により、キリスト•イエスにあって神の
子どもです。  
 
3:27 キリストにつくバプテスマを受けた
あなたがたはみな、キリストを着たのです。 
3:28 ユダヤ人もギリシア人もなく、奴隷
も自由人もなく、男と女もありません。あ
なたがたはみな、キリスト•イエスにあっ
て一つだからです。 3:29 あなたがたがキ
リストのものであれば、アブラハムの子孫
であり、約束による相続人なのです。

それはマリアですが . . .  
 

マリアはルカの福音書には20回以上も言
及され、福音書全体を通しても、他の女
性たちよりもはるかに良く知られていま
す。また、パウロはルカと長い間働きを
共にしたので、彼はルカからイエスの母
マリアについて、またその処女降誕につ
いてなど、多くの事を聞いたに違いあり
ません。

 
 

しかし、パウロはガラテヤ書４章４節において
マリアの名前をあげていません。代わりに、イ
エス様を「女から生まれた者」と表現し、イエ
ス様の人間性とユダヤ人としての生まれを強調
しました。主は御父から遣わされた永遠の御子で
すが、普通の子どもとして、名前の出ていない
女の胎の中で育ったのです。ガラテヤ４章４節
ではマリアではなく、受肉が強調されています。



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

否定的に見ると... 
 

ガラテヤ書は、書簡の中で最も否定的
な書簡です。ガラテヤの教会に入って
来た偽の教えの故に、それは無理もあ
りませんでした。ある人々はパウロが
説いた真の恵みの福音に背を向け、ユ
ダヤ教の律法主義の虜となってしまい
ました。(1:6-7, 2:21, 3:1-3, 4:9-
11, 5:1-6, 6:12-15参照) 
 

そのためにパウロは、ガラテヤの人た
ちに、律法の真の目的と性質、そして
行いによって義とされると空しく信じ
ている人たちはどうなるかと、手紙に
書いたのです。彼はまた、御子キリス
トが来られたので、ユダヤ人でもキリ
ストを信じる者なら、律法の下にはい
ない、という事を教えました。  

 
マリアは福音書の中で、常に肯定的に
取り扱われています。しかしガラテヤ
4:4では、彼女は難しい立場にいるよ
うに描かれています。彼女は律法の下
にいたので、その細かい儀式的な事に
も従う事が求められました。ルカ
2:22-24, 27, 39は、彼女がそれに従
った事が見られます。しかし御子は、
彼女をその立場から贖い出しました
(4:4-5)。 
 

マリアに加えて、サラやハガルも名前
の言及なしにガラテヤ書に出ています
(4:22-31)。ハガルは女奴隷、サラは
自由の女と呼ばれています。マリアの
場合と同じようにパウロの要点は彼女
たちの立場の事だったので、名前は言
及しなかったのです。

A (      )   マリアは、ガラテヤ4:4の中心人物ではない。

A-1 (     )  彼女の名前は、意図的に出ていない。

A-2 (     )  パウロはおそらく、マリアにはあまり興味がなかった。 

A-3 (     )  受肉はマリアに関するというより、神様の事である。

A-4 (     )  彼女は重要ではないので、名前が出ていなかった。

A-5 (     )  ガラテヤ4:4はマリアについてより、律法についての節である。

A-6 (     )  彼女はガラテヤ4:4より、ルカ1:42において重要である。

B (      )   ガラテヤ書には、律法について（ほとんど否定的な）多くの要点がある。

B-1 (     )  律法は罪を明らかにする。（3:19, ローマ3:20)

B-2 (     )  律法は、いのちを与える事はできない。(2:16, 21, 3:11, 21)

B-3 (     )  律法は、厳しい養育者のようである。(3:24-25, 4:1-5)

B-4 (     )  儀礼的な律法は弱く、不十分である。(4:9-10)

B-5 (     )  アブラハムに対する神の約束は律法の前に与えられた。(3:17-18)

B-6 (     )  異邦人が律法の下に自分を置くのは良い事である。(4:9-10)

B-7 (     )  律法によって救われようとする者は、のろわれている。(3:10-13)



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

肯定的に見ると... 
 

ガラテヤ4:4-5を注意深く見てみまし
ょう。  
4:4  しかし時が満ちて、神はご自分
の御子を、女から生まれた者
(born/made)、 律 法 の 下 に あ る
(born/made)者として遣わされまし
た。4:5 それは、律法の下にある者
を贖い出すためであり、私たちが子
としての身分を受けるためでした。 

 

この２節には、御子の受肉について
と、その後に来る変化について、多
くの大事な事が現されています。受
肉の説明は４節にありますが、５節
に、その２つの目的と変化が記され
ています。この箇所を学ぶのに最も
良い方法の一つは、使われている動
詞に焦点を当てることです。 

 
多くの翻訳は４節で「生まれた」
(born)としていますが、欽定訳は
(made)という言葉を使っています。
原語には生きるものになる(coming 
into being)、という中心の意味があり
ますが、これは誕生だけを指している
のではありません。赤ちゃんのイエス
様が、マリアの胎の中で形造られた、
という意味が含まれています。(ガラ
1:15, ルカ1:42参照) 
 

受肉についてパウロが書いた他の２つ
の有名な箇所があります。ピリピ2:6-
7とヘブル2:14-17です。マリアはそ
の両方の箇所に出て来ません。焦点は
主ご自身で、死の恐怖からの解放がヘ
ブル2:15、律法からの自由がガラテ
ヤ書で強調されています。

C (      )   ガラテヤ4:4は受肉の事について、重要な節である。

C-1 (     )  それは、御子なる神が常に存在していた事を現している。(4:4)

C-2 (     )  それは創世記3:15の神の約束と合っている。

C-3 (     )  それはマリアを通して、御子と律法の下にいる者とを繋いでいる。

C-4 (     )  それは御子が遣わされイエスが生まれた事を現わしている。(イザヤ９:６)

C-5 (     )  それはマリアが初代教会において尊ばれた事を示している。(使徒1:14)

C-6 (     )  それは受肉が十字架と同じくらい重要な事を示している。(6:14)

D (      )   ガラテヤ3:26-4:11は、時代の変化についての鍵になる箇所である。

D-1 (     )  律法の下よりも、キリストにある方が良いという事を示している。

D-2 (     )  マリアと違い、今日信者は律法の下にはいない事を示している。

D-3 (     )  御子は律法を無効にするために来られた事を示している。(マタイ5:17)

D-4 (     )  十戒は時代遅れだという事を現している。

D-5 (     )  受肉の故に、贖いが可能になった事を示している。

D-6 (     )  それは自由と、キリストにある平等についてである。

D-7 (     )  それは、変化は良い事であることを示している。(6:15)



ワークシート答え  
 

いつも主が第一であるべきです。ですか
ら、パウロももちろんマリアではなく、
主に焦点を当てました。A-2は正解、ま
たは部分的に正解です。A-4も同じ理由
で、部分的に正解です。マリアは、神様
と比較すれば、もちろん重要ではありま
せん。受肉はマリアより、神がなされた
事です(A-3)。 
 

しかしそれでも、イエス様が人として、
またユダヤ人として律法の下に生まれた
のは、マリアを通してでした(C-3)。ガ
ラテヤ4:4で故意に彼女の名前を出さな
かった事は(A-1)、創世記3:15との関係
すなわち神様の約束をはっきり見せてい
ます(C-2)。また同時に、この箇所はマ
リアよりも、律法についての事であるこ
とを示しています(A-5)。 
 

Bの部分の律法についての多くの問答文
は、B-6以外は皆正解です。パウロは繰
り返し、異邦人が律法の下に身を置く事
は良くないと教えました。キリストにあ
る事は律法の下にいるよりもずっと良く
(D-1)、主の受肉によって信者が得た自
由を(D-5)、軽く見るべきではありませ
ん。全ての変化が良いわけではありませ
んが(D-7)、主がもたらされた変化は確
かに良いものです。 
 

しかしこれはイエス様が律法を無効にし
たという意味ではありません(D-3)。儀
礼的な律法はなくなりましたが、十戒は
時代遅れではありません(D-4)。安息日
の命令以外の一つ一つの戒めは、新約聖
書にも繰り返し教えられているのです。
（もちろん主の日に信者が集まる事も、新
約聖書に教えられています。）

結論
あなたが一番重要、また必要と思われる事柄を上から選んで適用して下さい。

それで？ 
 

この学びの中で一番大事なテーマの一つ
は、初代教会のマリアに対する姿勢です。
彼女の信仰と聖さは福音書にはっきりと
見られます。それで彼女は敬虔な女性と
して尊ばれていましたが(C-5)、彼女が
使徒１章の後ではただの１回しか言及さ
れていない事は、人々はマリアを神のよ
うな対象にしていたのではない、という
事です。 
 

ですから、C-5は部分的に正しい、とし
か言えないでしょう。ガラテヤ4:4はマ
リアを敬う事についてではないので、不
正解とする事もできます。この箇所は、
ユダヤ人として受肉された御子が、人々
を律法の下から贖った事を教えているの
です。もしマリアを尊ぶ事が要点なら、
彼女の名前も出ていたでしょう。（同じ
ように、A-6もどちらにもとれる問題で
す。) 
 

この学びで最も大事な要点は、信者が儀
礼的な律法の下にいる事は良くないとい
う事(B-6; 4:9-10)、そして、キリスト
にある事は旧約時代の律法の下にある事
よりもずっと良い、という事です(D-1)。
私たちは今、神様に直接近づく事ができ
ます(4:6-7)。イエス様の受肉は、贖い
と(4:4-5)新しい創造を(6:15)可能にしま
した。マリアはその人間的な側において、
大事な役割を担いました。 
 

主の受肉と誕生がクリスマスなら、主の
死と復活によって与えられた、自由と神
との交わりは新年の喜びのようです。こ
の大きな変化の故に、私たちは主に感謝
し、さらに主に仕えて行こうと熱意を持
っているでしょうか？(4:18)


